
洞口議員の「人口減少時代のまちづくりについて」のうち

「人口減少に係る基本的な考え方について」のご質問からお

答えいたします。 

伊達市の総人口は、旧大滝村との合併直後の３７，５９７

人をピークに減少を続けており、本年１月末現在は３０，４

８６人で、今後、更に減少することが予想されております。 

本市においては、第７次 総合計画において、人口減少と少

子高齢化を課題として挙げつつ、活力を失わず、持続可能な 

地域づくりを進めると示しており、引き続き、人口減少社会

に適応したまちづくりを進めて参ります。 

次に「これからのまちの形について」でありますが、今後

は、道路や上下水道等のインフラだけではなく、人口減少を 

前提としたうえで、まちの形に係る総合的な検討が必要であ

ると考えております。また、空き家や空き地の管理・活用に

つきましては、個人の財産であることから慎重に取り扱う必

要があるものの、取得・除却費用の一部補助や、ＮＰＯ法人 

住まいの相談 西いぶりとの連携協定、市内空き家情報のホ

ームページ掲載、空き家や空き地の適正な管理に係る市民啓

発等の対策を進めております。 

次に「地域のつながりについて」でありますが、自治会は、

少子高齢化による 会員数の減少や役員のなり手不足等が 

年々深刻化し、自治会や地域活動の維持が困難になりつつあ

る状況は本市としても大きな課題であり、連合自治会協議会

と連携し、改善に向けた取組を進めているところであります。 

今後につきましても、「地域の力」を確保するため、自治会 

未加入対策の推進や自治会運営の改善に向けた研修会等に

ついて取り組んで参ります。 

次に「人を育て、地域に残す取組について」でありますが、

子育て世代や若者、高齢者の皆さまが安心してそれぞれの力

を発揮できる環境づくりは、将来のまちを支える人材を育て、

地域に定着していただくうえで重要な取組であることから、



引き続き「人」への投資を着実に進め、誰もが活躍できる地

域づくりを推進して参ります。 


